
科目 社会学 
時期 1年次後期 単位数 1単位 実務経験 

担当教員 白石 義孝 時間数 30時間 〇 

目的 

人間の社会構造や社会的な人間行動、さらに家族の機能・構造を理解する。 

 

目標 

1. 人間と社会のかかわりについて学ぶ。 

2. 看護に必要な社会の現状を学ぶ。 

3. 社会問題や政策と看護の関連性を学ぶ。 

4. 職業としての看護について学ぶ。 

5. 現代社会における看護の課題と展望について考えることができる。 

学習内容 Ⅰ．看護学の基礎科学としての社会学 

1. 人間と社会 

2. 家族 

3. 地域社会 

4. 職業と職業集団 

5. 現代社会と現代文化 

6. 社会問題と政策的対応 

7. 社会調査 

 

Ⅱ．看護社会学の現状 

1. 看護社会学という領域 

2. 看護における看護社会学研究アプローチ 

3. 医療制度と看護 

4. 看護職の労働 

5. 現代社会における看護の課題と展望 

 

授業形態 講義 

教材 

新体系看護学全書 基礎科目：社会学 メヂカルフレンド社 
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